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第４章 

全体構想（分野別方針） 

  

１．土地利用の基本方針 

２．交通体系の基本方針 

３．都市施設の基本方針 

４．水と緑の基本方針 

５．観光・景観の基本方針 

６．都市防災の基本方針 
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第４章 全体構想（分野別方針）                  

 

本章では、町全域を対象に、「土地利用」、「交通体系」、「都市施設」、「水と緑」、「観光・景観」、

「都市防災」の 6つの分野ごとのまちづくり方針を定めます。 

なお、本計画においては、前計画での成果と反省を踏まえ、まちづくりの方針とともに、方針

を担保する具体施策・事業等を計画に位置付けます。 

また、各施策・事業の実施にあたって目標とする時間軸（スケジュール）を「短期（概ね 5年

以内）」・「中期（概ね 10年以内）」・「長期（更なる 10年）」の 3区分で設定するとともに、実施

する際の「連携主体」についても具体的に位置づけ、進行管理に基づく計画の実効性の向上を図

ります。 

 

1 土地利用の基本方針 

 

土地利用の基本方針では、将来都市構造を踏まえ、拠点となる市街地や産業用地、郊外集落な

どの都市的土地利用の維持・充実や新規誘導に係る方針とともに、農地や里山などの自然的土地

利用の保全・活用の方針を位置付けます。 

 

  

 

① 都市の魅力を高める拠点市街地の形成 

 

ⅰ．小池地区の質の向上 ～中心拠点にふさわしい都市機能の維持・充実～ 
 

 町役場、芝山文化センター、芝山小学校、中央公民館、金融機関など、日常生活の利便性
を支える都市機能が集積している小池地区の既存市街地については、引き続き、既存都

市機能の維持や新たな都市機能の誘導を促進しながら、町の中心拠点にふさわしい質の

高い市街地形成を目指します。 

 地区の南北軸となる主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道）の沿道においては、住民や道
路利用者の利便性を支える、沿道型サービス施設等の立地誘導を促進し、必要に応じて

用途地域の拡大や見直しを行います。 

 都市機能の維持・充実を図るためには、それを支える定住人口の確保も求められること
から、既存市街地や主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道）沿道の農地、未利用地等を活

用しながら、成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者や空港関連就業者等の居住地

の確保を推進します。 

 既存市街地に隣接する主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道）と主要地方道八日市場八
街線交差点付近の道の駅「風和里しばやま」は、広域連携道路や公共交通網の結節点とし

ての役割も果たしていることから、その特性を活かし、交通結節機能の充実など、都市全

体の利便性向上に資する新たな都市機能の創出を図ります。 

 

 

（１）町のポテンシャルを活かした地域活性化に資する土地利用の推進 
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ⅱ．成田空港の更なる機能強化に伴う新たな都市基盤整備を契機とした 

千代田地区の再編 ～スカイゲート拠点の創出～ 
 

 芝山千代田駅周辺の千代田地区においては、成田空港の更なる機能強化に伴って、第三
滑走路横断道路や第三滑走路外周道路が整備される予定です。当該道路の整備により、

千代田市街地は成田空港南側の玄関口として交通利便性の向上が予想されることから、

「スカイゲート拠点」に位置づけ、その立地特性を活かして高次元の都市機能を集積し、

交流促進に資する複合型施設や宿泊施設、商業・業務系施設など、新たなにぎわい・交流

や雇用の場の創出に資する土地利用誘導を図ります。 

 千代田地区では、成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者や空港関連就業者等の定
住の場となる新たな住宅地の整備が必要となることから、良好な居住環境の形成に配慮

し、地区内の都市計画道路より内側のエリアでは、居住環境への影響が想定される物流

施設の立地を制限するなど、必要に応じて用途地域の見直しや地区計画などの導入につ

いても検討します。 

 スカイゲート拠点の整備にあたっては、成田空港の更なる機能強化に伴う新規道路や調
整池などの整備に加え、既存道路の改良、上下水道や排水路、公園などの整備を一体的に

推進し、千代田地区全体の再編と拠点機能の強化に取り組みます。 

 

  

 

芝山町役場（小池地区） 

 

芝山千代田駅（千代田地区） 



40 | 芝山町都市計画マスタープラン 

② 都市の活力を高める産業系土地利用の誘導 

 

ⅰ．既存工業団地における操業環境の維持と更なる充実 
 

 本町には、成田空港への近接性と広域交通利便性を活かして、「芝山工業団地」、「芝山第
二工業団地」、「空港南部工業団地」の 3 つの工業団地が整備されており、それぞれ分譲

が完了しています。 

 これらの既存工業団地は、住民の雇用
の場として、また、地域経済の活性化に

資する産業拠点として重要な役割を担

っていることから、引き続き、広域交通

網の強化や団地内道路の適正管理等を

図りながら、操業環境の維持と更なる

充実に取り組みます。 

 

 

 

ⅱ．広域交通網を活かした新たな産業系市街地の創出 
 

 成田空港の更なる機能強化や圏央道の開通に伴い、本町の広域交通利便性は飛躍的に向
上することになります。本町の 3 つの工業団地は既に空きがない状況にあることから、

この特性を地域活力の創出に波及させていくため、国道 296号及び主要地方道成田松尾

線（芝山はにわ道）の沿道を中心に、新たな産業系土地利用の計画的な誘導を図ります。 

 産業系土地利用の誘導にあたっては、周辺の営農環境や居住環境への影響に十分配慮し
ながら、用途地域の新規指定や地区計画の指定による区画道路等の地区施設の計画的な

確保など、安全性の確保と企業の進出を促進する環境づくりを推進し、県や NAA、その

他民間事業者との協働・連携による、効果的かつ円滑な用地の創出と進出企業の確保に

取り組みます。 

 

ⅲ．都市の利便性向上に資する主要幹線道路沿道におけるサービス施設等の立地促進 
 

 本町の広域連携軸となる国道 296号や主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道）は、今後

の成田空港の更なる機能強化や圏央道の開通に伴って、町内外からより多くの利用者が

見込まれることから、本町の拠点となる小池地区や川津場地区周辺の区間においては、

沿道型サービス施設等の立地を促進し、道路利用者のサービス機能を確保するとともに、

周辺住民の生活利便性の向上を図ります。 

 沿道型サービス施設等の立地促進にあたっては、地形や周辺の交通への影響等、立地を
優先すべき区間を設定したうえで、計画的な土地利用誘導に向けた用途地域の指定を検

討します。 

 

 

 

空港南部工業団地 



  芝山町都市計画マスタープラン | 41  

ⅳ．都市機能の適正配置に向けた新たな土地利用誘導施策の導入検討 
 

 区域区分を定めない都市計画区域である本町においては、用途白地地域（用途地域が指
定されていない地域）であっても、農地法や森林法などの他法令による要件をクリアす

れば、比較的自由な建築が可能な状況にあります。本町の活力創出に資する企業誘致や、

住民の生活利便性の向上に資する店舗等を、町の将来像と合致した適切なエリアに誘導

していくため、用途白地地域における土地利用誘導施策として、特定の建物用途の立地

を制限する「特定用途制限地域」の導入を検討します。 

 特定用途制限地域の導入にあたっては、例えば新たな産業を「新規産業創出エリア」へ立
地誘導するために、それ以外の用途白地地域において、産業系施設の立地を制限するこ

となどが想定されます。 

 

  

 

① 既存市街地における居住環境の改善 

 

ⅰ．人口密度の確保に資する居住環境の質の向上 
 

 小池・千代田地区で形成されている既存市街地では、生活環境の改善に向けて、道路の維
持・管理や日常生活の利便性を高める施設の誘導など、居住環境の質を高める一体的な

取組みを推進し、人口密度の確保に努めます。 

 千代田地区やはにわ台周辺に整備されている住宅団地では、引き続き、団地内道路や公
園などの適切な維持・管理を図り、安全で快適なゆとりある居住地の維持に努めます。 

 それぞれの居住地の人口密度を維持し、更に高めていくための方策として、町で実施し
ている各種補助制度等を活用した多世代居住や近居等の促進を図るとともに、既存市街

地内の農地や未利用地、空き家等を活用した、新規定住者の受け皿の確保を推進します。 

 新規宅地の整備が一定規模以上のまとまりをもって実施される場合については、将来的
な土地利用の混在を防止するため、住居専用地域等への用途地域の見直しや拡大等を行

うとともに、将来にわたって良好な居住環境が保たれるよう、地区計画や建築協定など

のエリアマネジメントの導入についても検討します。 

 

ⅱ．空き家・空き地の適正な管理・活用 
 

 町内の空き家・空き地等に関する対策を総合的かつ計画的に実施していくため、「芝山町
空家等対策計画」に基づいて、空き家等の発生抑制・予防、活用・市場流通の促進、管理

不全の解消に向けた各種施策の展開を推進します。 

 小池・千代田地区の市街地やはにわ台住宅団地等においては、住民の高齢化や町外への
流出等を背景として、空き家・空き地が増加傾向にあります。空き家・空き地の増加は、

居住環境の質の低下やにぎわいの喪失にもつながることから、成田空港の更なる機能強

化に伴い増加が予想される空港関連就業者等の定住の場としての活用を促進するなど、

積極的な対策に取り組みます。 

 

 

（２）質の高い居住地の提供 
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② 新規居住地の創出 

 

ⅰ．小池地区における質の高い住宅団地の創出 
 

 成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者の方々が移転する際に、集落単位でまとま
って移転する際の受け皿として、まとまった居住地の創出が必要となります。本町の行

政・文化等の中心拠点となる小池地区において、用途地域が指定されている既存市街地

に近接し、生活利便性が確保されたエリアを候補地として、民間事業者をはじめとする

多様な主体との協力・連携の下で、新たな住宅団地の整備を促進します。 

 住宅団地の整備にあたっては、主に子育て世代や多世代同居世帯の居住ニーズに対応し
た、戸建て住宅を中心に、居住者や既存市街地内の周辺住民の生活利便性の確保に寄与

するような、店舗等のサービス施設の配置・誘導も合わせて検討します。 

 計画的な土地利用誘導を図るために、用途地域の拡大を行うとともに、将来にわたって
良好な住環境が保たれるよう、地区計画や建築協定などのエリアマネジメントの導入に

ついても検討します。 

 新たな住宅団地の整備にあたっては、農地から都市的土地利用への転換が生じることか
ら、関係機関との協議・調整を図りながら、周辺環境への影響に十分配慮した整備に努め

ます。 

 

ⅱ．千代田地区における多様なニーズに対応した居住地の創出 
 

 千代田地区の旧菱田小学校の周辺地域については、成田空港の更なる機能強化に伴う移
転対象者のための新たな居住地として、優先的に整備していくこととします。 

 第三滑走路横断道路北側の既存用途地域に隣接する一体のエリアについても、将来的に
増加が見込まれる空港関連就業者等の定住の場として、新たな居住地の創出を促進しま

す。 

 既存用途地域内の農地や低未利用地を活用した住宅地整備にあたっては、単身者や子育
て世代や高齢者など、幅広い年齢層の居住ニーズに対応できるよう、戸建て住宅から中

高層の集合住宅まで、多様な住まい方が可能な市街地整備促進のあり方等を検討しなが

ら、スピーディーかつ効果的な事業手法・事業主体を選択します。 

 質の高い居住環境を提供するために、用途地域の見直し及び拡大を行うとともに、将来
にわたって良好な住環境が保たれるよう、地区計画や建築協定などのエリアマネジメン

トの導入についても検討します。 

 

ⅲ．川津場地区における“農”と暮らす居住地の確保 
 

 優良農地が広がる川津場地区においては、成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者
のうち、引き続き営農を希望される方々の移転候補地として、良好な営農環境と調和し

たゆとりある居住地の確保を推進します。 

 地区西部を通過する主要地方道八街三里塚線の沿道では、沿道型サービス施設が集積し
ており、高い生活利便性が確保されています。沿道にはまとまった非農地の低未利用地

も残されていることから、都市全体の利便性の向上に資する沿道型サービス施設の立地
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誘導を図るとともに、成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者や、増加が見込まれ

る空港関連就業者等の定住の受け皿となる、新たな居住地の創出を促進します。 

 周辺の営農環境と調和した計画的な土地利用誘導を図るために、用途地域の指定、地区
計画や建築協定などのエリアマネジメントの導入についても検討します。 

 

ⅳ．定住人口の確保に資する充実した子育て環境の提供 
 

 本町は、成田空港の更なる機能強化と圏央道の開通という、都市の新たな活力創出に資
する大きなポテンシャルを有しています。全国的に人口減少が進む中で、本町の他都市

にはない強みを生かした魅力あるまちづくりを進めていくことで、成田空港の更なる機

能強化に伴う大幅な増加が予想されている空港関連就業者を中心とした、新たな定住人

口の獲得を目指します。 

 持続可能で活力のある都市づくりを支
える子育て世代の流入を促進するため

には、町内の子育て・教育環境の充実が

重要なポイントとなることから、新た

な居住地の創出にあたっては、保育園

や小中学校など、子育て・教育関連施設

とのアクセス性の確保についても考慮

しながら、適切なエリアでの整備を誘

導します。 

 

③ 郊外集落及び郊外型住宅地の維持・活性化 

 

ⅰ．農業生産を支える郊外集落の生活環境の改善 
 

 高谷川・木戸川沿いを中心に広がる優良農地の周辺には、本町の農業生産を支える郊外
集落が点在しています。郊外集落については、引き続き、周辺環境との調和を図りなが

ら、生活道路の維持・管理や交通安全対策の充実、老朽建物の耐震化など、生活環境の改

善による安全性の確保を図るとともに、空き家・空き地等を活用した新たな交流の場の

創出など、地域コミュニティの活性化を促進し、農業生産を支える営農者が将来にわた

って安全・安心して住み続けられる環境づくりに努めます。 

 

ⅱ．郊外型住宅地の質の確保 
 

 用途地域の指定がない郊外部には、昔からの既存集落以外にも、バルールド成田団地を
はじめとする郊外型住宅地が点在しています。こうした住宅地は、豊かな自然環境に囲

まれた生活を希望する定住者の受け皿にもなることから、将来にわたって質の高い居住

環境を担保し、郊外型住宅地としての価値を高めていくため、壁面後退や敷地内緑化、建

物用途等に係るルールを定めた建築協定の維持・導入を促進します。 

 

 

芝山中学校 
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④ 成田空港と共生した良好な居住環境の保全 

 

 本町では成田空港の更なる機能強化に伴い、騒特法に基づく区域の見直しや夜間飛行制限
の変更による影響等が見込まれています。こうした状況を踏まえ、NAAでは環境対策・地

域振興策として、防音工事の施工内容の改善や深夜早朝対策（寝室内窓設置、寝室の壁・

天井の補完工事等）、落下物対策など、居住環境の保全に向けた多様な支援策を実施してい

ます。町としても、住民の生活環境の整備に資する補助事業等を展開しながら、引き続き

NAAとの連携の下、成田空港と共生した良好な居住環境の保全を推進します。 

 成田空港に近接する本町においては、空港関連就業者をはじめとする外国人の居住も増加
傾向にあります。今後も、成田空港の更なる機能強化に伴って、外国人の居住需要が見込

まれることから、外国人居住者が生活しやすい居住環境の形成に向けて、行政からのお知

らせや案内板などの多言語化への対応や、既存住民と外国人居住者がお互いの文化を尊重

しながら快適に暮らしていくための生活のルールづくりなど、ハード・ソフト両面から求

められる取組みについて検討します。 

 

  

 

① 農業振興に資する農地の適正管理 

 

ⅰ．農業生産を支える農地の保全・管理 
 

 本町に広がる農地は、食料等の安定的供給を支える生産の場であるとともに、国土の保
全や水源の涵養、保健休養、景観形成機能など、多面的な機能を有していることから、引

き続き、効率的な営農や食料自給率の向上に向けた積極的な保全・管理を図ります。 

 農地の保全にあたっては、都市計画法をはじめ、農業振興地域の整備に関する法律や農
地法など、関連法令の適正運用に基づいて、適正な保全を図ります。なお、成田空港の更

なる機能強化に伴う都市基盤整備や新たな都市機能や市街地の創出にあたり、農地から

都市的土地利用への転換が生じる場合には、関係機関との協議・調整を図りながら、周辺

環境への影響に十分配慮した慎重な運用を図ります。 

 

ⅱ．更なる農業振興に向けた生産基盤の整備 
 

 次世代の就農者へ質の高い営農環境を継承していくため、農業用水の安定的な確保と更
なる地域農業の振興につながる成田用水改築事業を促進します。 

 騒特法に基づく区域となる高谷川沿いの水田地帯については、県や NAAとの協力・連携

の下、各種事業を活用した大規模ほ場整備等の実施を推進し、町の基幹産業として更な

る農業振興を図ります。 

  

  

（３）自然的土地利用の適切な保全・管理・活用 
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② 里山の保全・管理・活用 

 

 里山は、町の生物多様性を支える貴重な
自然資源であるとともに、民間のゴルフ

場など魅力ある交流機能を有していま

す。また、周辺に広がる優良農地や既存集

落などと相まって、本町ならではの良好

な原風景を形成する重要な景観資源でも

あります。 

 本町の大切な地域資源として周辺環境を
含む一体的な保全を図るとともに、自然

を活かした新たな交流の場として、住民・

事業者・行政など、多様な主体の参画・連

携による管理・活用を推進します。 

 

  

 

 航空機騒音障害防止特別地区の移転跡地については、県が定める「成田国際空港周辺地域
における航空機騒音対策基本方針」に基づいて、引き続き、所有者となる NAA による適

切な管理を促進します。 

 移転跡地を含む区域において、地域の実情に即した有効活用策として、地域住民や観光客
の交流の場となる公園・レクリエーション用地としての利用や、空港に近接する立地優位

性を活かした産業用地としての利用など、町や民間事業者等による事業計画が検討された

場合は、移転跡地の貸付などによる活用が可能となるよう、NAAとの協働・連携を図りま

す。 

 

  

 

 本計画で掲げる各種施策を円滑に進めていくためには、土地の実態を正確に把握する地籍
調査（国土調査法に基づき、一筆ごとの土地について、その所有者、地番及び地目の調査

並びに境界及び地積に関する測量を行い、その結果を地図及び簿冊に作成すること。）が必

要となります。 

 本町においては、既に事業計画に基づいた地籍調査を進めており、一部地域では調査が完
了しています。未実施地域については、引き続き、各種施策との調整を図りながら、計画

的な調査実施を推進します。 

 

  

  

（４）航空機騒音障害防止特別地区における土地利用の管理・活用 

 
美しい里山環境 

  

（５）地籍調査の推進 
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 時 間 軸  □短  短期（概ね5年以内）、□中  中期（概ね10年以内）、□長  長期（更なる10年） 
 

 連携主体  □町  町、□県  県、□国  国、□空  NAA、□住  住民、□周  周辺自治体、□民  民間事業者 

《土地利用の基本方針 ～時間軸と連携主体一覧～》 

 

 

 

（１） 町のポテンシャルを活かした地域活性化に資する土地利用の推進 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

①－ⅰ．小池地区の質の向上 

～中心拠点にふさわしい都市機能の充実～ 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

①－ⅱ．成田空港の更なる機能強化に伴う新たな
都市基盤整備を契機とした千代田地区の
再編 ～スカイゲート拠点の創出～ 

短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅰ．既存工業団地における操業環境の維持と

更なる充実 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅱ．広域交通網を活かした 

新たな産業系市街地の創出 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅲ．都市の利便性向上に資する主要幹線道路

沿道におけるサービス施設等の立地促進 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅳ．都市機能の適正配置に向けた 

新たな土地利用誘導施策の導入検討 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（２） 質の高い居住地の提供 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

①－ⅰ．人口密度の確保に資する 

居住環境の質の向上 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

①－ⅱ．空き家・空き地の適正な管理・活用 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅰ．小池地区における質の高い住宅団地の創出 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅱ．千代田地区における 

多様なニーズに対応した居住地の創出 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅲ．川津場地区における 

“農”と暮らす居住地の確保 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②－ⅳ．定住人口の確保に資する 

充実した子育て環境の提供 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③－ⅰ．農業生産を支える 

 郊外集落の生活環境の改善 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③－ⅱ．郊外型住宅地の質の確保 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

④ 成田空港と共生した良好な居住環境の保全 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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（３） 自然的土地利用の適切な保全・管理・活用 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

①－ⅰ．農業生産を支える農地の保全・管理 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

①－ⅱ．更なる農業振興に向けた生産基盤の整備 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 里山の保全・管理・活用 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（４） 航空機騒音障害防止特別地区における土地利用の管理・活用 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

航空機騒音障害防止特別地区における土地利用の

管理・活用 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（５） 地籍調査の推進 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

地籍調査の推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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土地利用の基本方針図 
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２ 交通体系の基本方針 

 

交通体系の基本方針では、将来都市構造を踏まえ、より利便性の高い交通環境の形成に必要と

なる道路網の整備方針とともに、住民等の円滑な移動を支える公共交通網の構築に係る方針に

ついて位置付けます。 

 

  

 

① 町の活力創出に繋がる広域連携軸の強化 
 

 広域連携軸は、本町と周辺都市を結ぶ道路網であり、人とモノの移動を支え、町の発展に
繋がる広域的な道路網です。 

 本町の骨格を成す道路網となる広域連携軸には、成田空港の更なる機能強化に伴い、町内
外からより多くの交通量の流入が見込まれ、円滑な交通処理が求められることから、引き

続き、関係機関との連携を図りながら、計画的な整備・管理を促進します。 

 成田空港の更なる機能強化の効果を空港
周辺地域全体に波及させていくために

は、本町のみならず周辺市町との広域連

携を図りながら、成田空港へのアクセス

向上や地域の一体性・周遊性を勘案した

新たな道路整備を検討していく必要があ

ります。引き続き、県や周辺市町、NAA

との連携・協力の下、新たな広域連携軸の

整備について検討を進めます。 

 

 

 

 【広域連携軸】 本町の広域連携軸として、以下の路線を位置付けます。 

路 線 役 割 整備方針 

圏央道 

☑ 首都圏 3 環状道路の最も外側

の環状道路 

☑ 大栄JCT～松尾横芝 IC間供用

（2024年予定、暫定形）によ

り圏央道全線供用となる 

☑ 東京湾ｱｸｱﾗｲﾝと合わせ県内道
路網の大動脈 

 関係機関と連携・協力し早期供用開
始を促進 

 成田空港の更なる機能強化に伴い増
加が見込まれる交通量に対応し、成

田空港と遠方を往来する長距離交通

を処理するため、第三滑走路横断道

路とともに新たな IC（国道 296 号

IC（仮称）～主要地方道成田小見川鹿

島港線 IC（仮称）の中間地点）設置

及び圏央道完成 4 車線化整備につい

て、関係機関と協力・連携し、実現を

促進 
  

  

（１）都市活動の質を高める道路網の構築 

 

主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道） 
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路 線 役 割 整備方針 

第三滑走路横断
道路 

☑ 成田空港と圏央道を直接結び、
成田空港～周辺都市間のアク

セス性の飛躍的向上に寄与 

☑ 成田空港機能強化に伴って喪
失する地域連携道路の機能を

補償する役割も併せ持つ 

 スカイゲート拠点を東西方向に通過
する区間については、地域を分断し

ない位置・構造となるよう、また、ス

カイゲート拠点から圏央道や多古町

方面への円滑なアクセスが可能とな

るよう、ＮＡＡ等の関係機関との協

議・調整を図りながら、地域住民が安

全・安心に利用できるように、計画的

な整備を促進 

国道 296 号 

☑ 匝瑳～船橋間を繋ぐ広域的な
交通軸 

☑ 圏央道交差部において IC接続 

☑ 本町の東西軸の中心となる道
路であり南北軸である主要地

方道成田松尾線（芝山はにわ

道）とともに本町の骨格的幹線

道路 

 成田空港の更なる機能強化に伴う交
通量増加が予想されることから、県

等の関係機関と協力・連携し、4車線

化等の交通処理機能強化の取り組み

を促進 

主要地方道成田
松尾線（芝山は
にわ道） 

☑ 成田市～成田空港～九十九里
海岸を繋ぐ広域的交通軸 

☑ 本町の南北軸を形成し、スカイ
ゲート拠点と中心拠点を繋ぐ、

本町の骨格的道路 

☑ 現在、国道 296号交差点以北

は 4車線、以南は 2車線供用 

 成田空港の更なる機能強化に伴う交
通量増加が予想されることから、県

等の関係機関と協力・連携し、国道

296 号交差点以南の 4 車線化等の

必要な交通処理機能強化を促進 

主要地方道八日
市場八街線 

☑ 八街～匝瑳間を繋ぐ道路  

☑ 町の中心拠点（小池地区）を東
西方向に通過する道路 

 県との協力・連携の下、主要地方道成
田松尾線（芝山はにわ道）交差点部の

渋滞解消に向けた整備促進 

都市計画道路 3・
5・3 号（小池橋
田向線） 

☑ 町の中心拠点（小池地区）北側
に位置し、町南部地域の東西方

向の骨格を成す道路 

☑ 平成 13 年度に県が都市計画

決定 

 町の中心拠点（小池地区）に位置し、
東西方向の広域連携軸を形成する路

線となることから、ボトルネックと

なっている主要地方道成田松尾線

（芝山はにわ道）交差点部や小池Ｔ

字路の渋滞解消や、歩行者の安全性

確保のため、県等の関係機関と協力・

連携し、早期の整備実現を促進 
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路 線 役 割 整備方針 

都市計画道路 3・
5・4 号（小池井
戸作線） 

☑ 町の中心拠点（小池地区）南側に
位置し、主要地方道成田松尾線

（芝山はにわ道）と主要地方道

八日市場八街線を繋ぎ、町南部

地域の東西軸の強化を担う道路 

☑ 平成13年度に町が都市計画決定 

☑ 芝山公園・仁王尊などの観光拠
点へのアクセス性向上が期待さ

れる 

 町の中心拠点（小池地区）に位置し、
東西方向の広域連携軸を形成する

路線であり、芝山公園・仁王尊等の

観光交流拠点へのアクセス性向上

に資する道路であることから、整備

実現を推進 

は にわ台 ～国 道
296 号（川津場
地 区 ） を 繋 ぐ 道
路 

☑ 主要地方道八日市場八街線～は
にわ台～国道 296号（川津場地

区）を繋ぐ道路 

☑ 成田市・成田空港～山武市～九
十九里海岸を繋ぐ広域的交通軸

の一翼を担い、町西部地域の南

北軸として、主要地方道成田松

尾線（芝山はにわ道）を補完 

 広域連携軸の一翼を担うとともに
町西部地域の南北軸となることか

ら、県との協力・連携の下、地権者

等との協議・調整を図りながら、早

期の実現に向けた取組みを推進 

 事業主体については、今後調整する 

 

 

② 拠点や周辺都市を結ぶ地域連携軸の強化 
 

 地域連携軸は、広域連携軸を補完すると
ともに、町内の各拠点を結ぶ道路網です。 

 成田空港の更なる機能強化に伴い、新た
な広域連携軸の整備や拠点形成も進めら

れることから、その進捗を踏まえつつ、

引き続き、関係機関との連携を図りなが

ら、計画的な整備・管理を促進します。 

 

 

 

【地域連携軸】 本町の地域連携軸として、以下の路線を位置付けます。 

路 線 役 割 整備方針 

県道大里小池線 

☑ スカイゲート拠点と中心拠点を
繋ぐ南北軸 

☑ 町東部地域の南北軸として、主
要地方道成田松尾線（芝山はに

わ道）を補完する道路 

 成田空港の更なる機能強化に伴う
交通量増加が予想されることから、

県と協力・連携し、狭隘部の解消や

歩道整備など、地域住民が安全・安

心に利用できる道路環境の整備を

促進 

 

 

 

 

県道大里小池線 
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路 線 役 割 整備方針 

第三滑走路外周
道路 

☑ 町内で新規整備が計画されてい
る第三滑走路に隣接する新たな

外周道路 

☑ 成田空港の更なる機能強化に伴
って喪失する地域連携道路の機

能を併せ持つ道路 

☑ 町東部地域とスカイゲート拠点
を結び、町東部地域の南北軸を

補完する道路 

 成田空港敷地内に整備される路線
となることから、NAAをはじめ、

関係機関との協議・調整を図りなが

ら、計画的な整備を促進 

 

高谷川沿いの道
路 

☑ 主要地方道八日市場八街線と国
道 296 号及び県道八日市場佐

倉線を結び、町東部地域の南北

軸を補完する道路 

☑ 本町の重要な水と緑のネットワ
ーク軸 

 関係機関との協力・連携の下、高谷
川沿い地域の利便性に資する道路

の整備を促進 

 事業主体については、今後調整する 

県道八日市場佐
倉線 

☑ 国道 296 号（圏央道 IC）と千

代田地区の主要地方道成田松尾

線（芝山はにわ道）を結ぶ道路 

 成田空港の更なる機能強化に伴う
交通量増加が予想されることから、

県等の関係機関との協力・連携の

下、狭隘部の解消や歩道整備など、

増加する交通量を見据えた、安全・

安心な道路環境の整備を促進 

主要地方道八街
三里塚線 

☑ 県道八日市場佐倉線（成田市）と
国道 296 号を結ぶ川津場地区

の南北軸 

 

 県との協力・連携の下、増加する交
通量を見据えた歩道整備など、安

全・安心な道路環境の整備を促進 

町道 01-008 号線 

☑ 県道大里小池線と連絡し、町南
部地域の東西方向の広域連携軸

の一翼を担う 

 町南部地域における東西軸の強化
に向けて、地権者等との協議・調整

を図りながら、狭隘部の解消を優先

した安全・安心な道路環境の整備を

推進 

都市計画道路 3・
4・1 号（千代田
菱田線） 

☑ 主要地方道成田松尾線（芝山は
にわ道）と町の拠点となるスカ

イゲート拠点を結ぶ道路 

☑ 主要地方道成田松尾線（芝山は
にわ道）からスカイゲート拠点

の市街地の円滑なアクセスを確

保 

 千代田市街地の核となる道路とし
て、引き続き適切な維持・管理を図

るとともに、市街地再編にあたって

は、当該道路を中心とした道路計画

を検討 都市計画道路 3・
4・2 号（駅前 1
号線） 
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③ 安全・安心な生活道路の整備・充実 
 

 その他の道路については、地域連携軸を補完する既存道路となります。住民の安全・安心
な日常生活や町内事業者の良好な操業環境を支える路線として、歩行空間の確保や沿道緑

化の促進など、引き続き、既存道路の適正な維持・管理を推進し、必要に応じて拡幅等に

取り組みます。なお、本町の拠点となる小池、千代田、川津場地区内で位置付けた構想道

路については、各拠点の整備に向けた事業手法等を勘案しながら、必要に応じて将来的な

都市計画道路への指定についても検討することとします。 

 

【その他主要道路】 その他の主要道路として、以下の路線を位置付けます。 

路 線 役 割 整備方針 

①主要地方道 

成田松尾線 

（未整備区間） 

☑ 主要地方道成田松尾線として計
画され一部整備が進んでいた

が、成田空港の更なる機能強化

に伴い計画が事業休止 

☑ 都市計画道路 3･4･1 号、3･4･

2 号、第三滑走路外周道路を繋

ぐ道路 

 町の拠点となるスカイゲート拠点
の交通利便性を高めるため、芝山千

代田駅前道路と第三滑走路外周道

路を接続する道路として、県・NAA

等の関係機関との協議・調整を図り

ながら、利便性の高い道路として、

計画的な整備を検討 

②町道 

☑ 川津場地区における南北軸  田園型居住地創出拠点として、優良
な営農環境と調和した個別の宅地

整備や沿道でのサービス施設等の

立地を促進すべきエリアとなるた

め、周辺住民や関係機関との協議・

調整を図りながら、拠点機能の強化

に資する新たな道路整備を推進 
③町道 

☑ 川津場地区における東西軸 

④町道 

☑ 都市計画道路 3・5・3号（小池

橋田向線）とはにわ台方面へア

クセスする東西軸を繋ぐ新規南

北道路 

 成田空港の更なる機能強化に伴う
移転対象者受入地として、新規居住

地の創出を検討する地区の軸とな

る道路として、公共施設の再編や生

活利便施設の誘致などと一体的な

計画により整備を推進 ⑤町道 

☑ 都市計画道路 3・5・3号（小池

橋田向線）と芝山小学校間を繋

ぐ新規道路 

⑥町道 

（芝山小学校前 

の新規路線） 

☑ 既存町道と主要地方道成田松尾
線（芝山はにわ道）を東西に繋ぐ

道路 

☑ 既存道路の拡幅・改良 

 町の拠点となる中心拠点市街地の
東西軸を補完する道路として、地権

者等との協議・調整を図りながら、

計画的な整備を推進 

⑦町道 
☑ 主要地方道八日市場八街線と芝
山公園周辺地域を繋ぐ道路 

 本町南部の観光交流拠点の利用促
進による地域活性化を目指し、主要

地方道成田松尾線（芝山はにわ道）

及び主要地方道八日市場八街線か

らの円滑なアクセス路の確保に向

けて、早期整備に向けた一体的な取

組みを実施 

⑧ 芝山 公園ア ク
セス向上道路 

☑ 都市計画道路 3・5・4号（小池

井戸作線）と芝山公園への円滑

なアクセスを確保する道路 

⑨町道 

☑ 主要地方道八日市場八街線と芝
山公園の円滑なアクセスを確保

するための新規道路 

そ の 他 供 用 中 の
町道 

☑ 地域連携軸を補完する既存道路  引き続き、既存道路の適正な維持管
理を推進するとともに、必要に応じ

て拡幅等を実施 
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① 公共交通の充実と利用促進に向けた取組み 
 

 本町は鉄道網として成田・都心方面へ連絡する芝山鉄道の芝山千代田駅を有しており、バ
ス網としても周辺都市へ繋がる“路線バス”をはじめ、成田・都心方面への民間の“高速

バス”、本町と山武市、横芝光町の 3市町の協議会で運営する“空港シャトルバス”、町が

運営するコミュニティバス“ふれあいバス”、町内全域と多古町の拠点地域をカバーするデ

マンド交通“あいあいタクシー”など、多様な形態で住民の移動を支えています。 

 居住地が町内に点在している本町においては、町内の各拠点や周辺都市などの目的地に移
動するための手段として、公共交通は大きな役割を果たしています。特に、高齢化が進む

中では、高齢者や子どもなど、自ら自動車を運転しての移動が困難な住民の日常的な移動

手段として、公共交通の必要性はますます高まることから、徒歩や自転車など、自動車に

頼らなくても、まちなかを歩いて生活できる都市環境の形成を進めていくため、引き続き、

公共交通の維持・充実に向けた一体的な取組みを進めます。 

 本町においては、鉄道網・バス網を合わせて一日あたり 300 本以上（平成 30 年 12 月時

点の上下累計本数）の公共交通が運行されていますが、住民アンケートでは公共交通の利

用率が非常に低く、満足度も低い傾向にあります。ふれあいバスやあいあいタクシーの利

用者は年々増加傾向にあることから、過度に自動車に頼らず、公共交通や自転車などを「賢

く」使う方向への自発的な転換を促すため、公共交通の利用促進に資する住民への積極的

な周知、本数の充実や待合空間の整備など公共交通の利便性の向上、利用しやすい料金施

策等の導入など、モビリティ・マネジメントによる公共交通の利用促進を図ります。 

 成田空港と空港周辺地域間のアクセス利便性を向上させることは、単に空港周辺地域と空
港間の交通利便性の向上による地域の生活利便性の向上に留まらず、全国主要都市や都心

へのアクセス向上に繋がることから、地域の活性化を進める上で、その重要性がますます

高まっています。成田空港の更なる機能強化に伴い、周辺市町においても新たな広域連携

軸の整備が検討されており、将来的には、その新規路線を運行する新たなバス網の整備も

計画されていることから、周辺市町との広域連携を図りながら、将来にわたって持続可能

な公共交通網の形成を推進します。 

 

 

（２）利便性の高い公共交通網の構築 

 

ふれあいバス 

 

空港シャトルバス 
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② 交通結節拠点の創出 
 

 公共交通の利用促進や本町の各拠点や都心部、周辺都市等への多様なアクセス網を確保す
るため、本町唯一の鉄道駅となる芝山千代田駅においては、町北部の交通結節拠点として、

バス交通との相互乗り継ぎの円滑化など、機能の維持・充実を図ります。 

 町南部の交通結節拠点として、本町の中心拠点となる小池地区に整備されている道の駅
「風和里しばやま」に併設する形で、路線バス・高速バスや町内をカバーするコミュニテ

ィバスなど、公共交通の結節拠点の創出を検討します。 

 交通結節拠点は町内の居住地や観光交流施設との連携も重要となることから、住民や観光
客が自動車や自転車で簡単にアクセスできるよう、公共交通と連動したパーク＆ライドや

サイクル＆ライド機能の創出に向けて、拠点周辺の民間施設の活用など、官民連携に基づ

いた駐車場・駐輪場の確保手法について検討します。 

 

③ 芝山鉄道の延伸を含めた新たな公共交通システムの検討 
 

 芝山鉄道については、平成６年９月の「第 11 回成田空港問題円卓会議」において、空港

と地域との共生を実現する観点から“芝山町中心部（小池地区）までの延伸”を目指す方

針が示されて以降、「芝山鉄道延伸整備検討委員会」や同委員会の実務担当者で構成される

「芝山鉄道延伸整備計画検討協議会」により計画具現化の検討が行われましたが、平成 12

年を最後に開催されていない状況です。その後、平成 18 年の「芝山町・成田空港共栄推

進委員会」設立に伴い、鉄道延伸については、“課題等を整理し、早期に方向性を見出す”

という検討結果が示されたため、こうした経緯を踏まえ、「成田国際空港南部地域公共交通

会議」が設置され、延伸の実現可能性や新しい交通システムの導入可能性に係る調査・分

析など検討が進められました。 

 今後も引き続き、関係機関との連携強化を図りながら、芝山鉄道の延伸も含めた、新たな
公共交通システムの構築について検討します。 

  

 

芝山鉄道 

 

あいあいタクシー 
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① 自転車ネットワークの形成 
 

 過度に自動車に頼った移動形態からの転換に向けて、温室効果ガスを排出しない、環境負
荷の少ない移動手段となる自転車の活用を推進します。 

 自転車の利用を促進するため、主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道）や主要地方道八日
市場八街線、県道大里小池線などの既存幹線道路や、高谷川の河川堤防を利用したサイク

リングロードの整備などと合わせた、町内の各拠点と居住地間を繋ぐ自転車ネットワーク

の形成を図ります。 

 自転車ネットワークの一部については、住民の健康福祉や成田空港の更なる機能強化に伴
う観光・交流の推進の観点から、周辺自治体との連携・協力を図りながら、県内サイクル

ツーリズムのコースへの追加を検討します。 

 

② 安全・安心な自転車利用環境の確保 
 

 自転車の利用者だけでなく、自動車の利用者や歩行者が、安全・安心に移動ができる環境
づくりに向けて、自転車ネットワークの形成にあたっては、十分な歩行空間の確保や自転

車レーンの設置など、ハード面の環境改善を図るとともに、自転車利用者の交通ルールの

順守やマナー向上に向けた啓発活動の実施など、ソフト面からも安全対策を推進します。 

 

  

 

 

（３）自転車利用環境の改善 
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 時 間 軸  □短  短期（概ね5年以内）、□中  中期（概ね10年以内）、□長  長期（更なる10年） 
 

 連携主体  □町  町、□県  県、□国  国、□空  NAA、□住  住民、□周  周辺自治体、□民  民間事業者 

《交通体系の基本方針 ～時間軸と連携主体一覧～》 

 

 

 

（１） 都市活動の質を高める道路網の構築 

 まちづくり方針 時間軸 連携主体 

広
域
連
携
軸 

圏央道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

第三滑走路横断道路 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

国道 296号 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

主要地方道八日市場八街線 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

都市計画道路 3・5・3号（小池橋田向線） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

都市計画道路 3・5・4号（小池井戸作線） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

はにわ台～国道 296号（川津場地区）を繋ぐ

道路 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

地
域
連
携
軸 

県道大里小池線 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

第三滑走路外周道路 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

高谷川沿いの道路 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

県道八日市場佐倉線 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

主要地方道八街三里塚線 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

町道 01-008号線 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

都市計画道路 3・4・1号（千代田菱田線） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

都市計画道路 3・4・2号（駅前 1号線） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

そ
の
他
主
要
道
路 

①主要地方道成田松尾線（未整備区間） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

②町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

④町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

⑤町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

⑥町道（芝山小学校前の新規路線） 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

⑦町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

⑧芝山公園アクセス向上道路 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

⑨町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

その他供用中の町道 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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（２） 利便性の高い公共交通網の構築 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 公共交通の充実と利用促進に向けた取組み 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 交通結節拠点の創出 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 芝山鉄道の延伸を含めた 

新たな公共交通システムの検討 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（３） 自転車利用環境の改善 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 自転車ネットワークの形成 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 安全・安心な自転車利用環境の確保 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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道路網の基本方針図 
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３ 都市施設の基本方針 

 

都市施設の基本方針では、公共施設や上下水道の維持・管理・整備に係る方針とともに、住民

サービスの広域連携や健康福祉機能の充実、低炭素まちづくりの推進など、誰もが暮らしやすい

生活環境の形成に係る方針を位置付けます。 

 

  

 

① 公共施設の適切な管理 
 

 本町の公共施設は老朽化が進行していますが、現在保有している全ての施設を維持しよう
とすると、莫大な大規模改修・更新費用が掛かり、将来的に本町の行財政運営を圧迫する

ことが予想されています。こうした状況を踏まえ、本町では平成 29 年 3月に「芝山町公

共施設等総合管理計画」を策定し、公共施設を将来にわたって適切に管理していくための

方針を定めています。 

 安全・安心な公共施設の管理と健全で安定的な行財政運営に向けて、当該計画や個別施設
計画に基づき、施設の劣化状況を踏まえた計画的な更新や長寿命化を推進するとともに、

利用状況等を考慮した施設の複合化や集約化、廃止等を含めた再編について検討します。 

 

② 子育て・教育関連施設の再編 
 

 持続可能な都市づくりのためには、成田空港の更なる機能強化に伴い増加が見込まれる空
港関連就業者を、いかに町内への定住に繋げられるかが鍵となります。特に、長期的な定

住が期待できる子育て世代に居住地として選ばれるためには、本町の子育て・教育環境の

充実が重要なポイントとなります。 

 子育て・教育の主要な場となる子育て関連施設や学校教育施設については、平成 29 年 3

月に策定した「芝山町公共施設等総合管理計画」を踏まえ、今後のあり方を検討しながら、

施設の安全性の確保や利便性向上に資する施設の統合・再編について検討します。 

 保健センターについては、別棟の増築を含む長寿命化改修を行うこととし、別棟には子育
て世代包括支援センターと子育て支援センターの機能を移転することとします。 

 老朽化が進んでいる芝山小学校については、施設の安全性の確保と行財政の効率化、将来
的な児童数の見込み等を踏まえたうえで、現地周辺での移転建替えを早期に検討するとと

もに、学校給食施設も小学校への併設を検討します。また、芝山中学校については、現地

での適正管理による長寿命化を基本とします。 

 保育所についても、将来的な園児数の見込みを踏まえ、町北部の保育需要の受け皿となる
第二保育所については現地での長寿命化を、町南部の保育需要の受け皿となる第一保育所

と第三保育所については、将来的な統合に向けた検討に取り組みます。 

 

  

 

 

（１）公共施設の適正配置と管理 
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③ 公共施設跡地の活用 
 

 将来的に公共施設の再編に伴う公共施設跡地が発生した場合については、新たな都市機能
の誘導や居住地の創出のための場としての活用も見込まれることから、周辺環境との調和

や当該地のポテンシャル等を考慮したうえで、本町の活力創出に資する新たな土地利用の

転換について検討します。 

 

  

 

① 公共下水道施設の充実と適正な維持・管理 
 

 既存市街地を中心として整備されている、公共下水道（小池処理区）施設については整備
が概ね完了したことから、今後は下水道未接続世帯への接続を促進し、水洗化の向上及び

インフラの長寿命化に努めます。 

 既成市街地の隣接地には、成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者や空港関連就業者
等の受け皿となる新規居住地の確保も必要となります。このため、関係機関と連携し、新

規居住地整備と合わせた他の都市基盤整備と一体的に公共下水道事業を推進します。 

 

② 千代田地区の市街地再編と合わせた公共下水道事業化に向けた取組みの推進 
 

 千代田地区については、スカイゲート拠点の創出に伴う市街地再編に合わせて、他の都市
基盤整備と一体となった公共下水道施設の整備を目指し、関係機関と連携しながら、下水

道事業化に向けた取り組みを推進します。 

 

③ 川津場地区の汚水処理整備手法の検討 
 

 “農”と暮らす居住地の確保と合わせ、適切な汚水処理整備手法を調査・検討し、快適な
住環境の創出に向け取組を推進します。 

 

④ 農業集落排水施設の適切な維持・管理及び合併処理浄化槽設置の推進 
 

 農業集落排水施設（大台地区・山中地区）については、施設の適切な維持・管理に努める
一方、公共下水道事業及び農業集落排水事業区域外の地区については合併処理浄化槽の設

置を推進します。 

  

  

（２）汚水処理施設の管理・充実 
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① 最適な上水道事業の導入検討 
 

 本町は、これまで上水道整備計画に取り組んできましたが、水源や財政上の問題が障害と
なり、進展してこなかった経緯があります。しかしながら、本町では成田空港の更なる機

能強化や圏央道の開通といった大規模プロジェクトが進行しており、今後の町の発展のた

めには、空港関連企業や大型商業施設の誘致、住宅街の整備、更には消火用水として町民

の生命、財産を守っていく観点からも、上水道整備の必要性が高まっています。 

 本町には町内 18カ所の専用水道（地下水）がありますが、上水道事業は営まれておらず、

町民の生活用水は全て自家用井戸（地下水）で賄われています。また、近年では町民の多

くが利用している家庭用井戸の水質悪化が懸念されており、豊かで快適な住環境の実現に

向けて、引き続き、上水道の整備に向けた取り組みを推進します。 

 

  

 

① 周辺自治体との広域連携の推進による持続的な住民サービスの提供 
 

 成田空港の更なる機能強化や圏央道の開通を契機として、本町の魅力を高め、誰もが暮ら
しやすいまちづくりを実現していくためには、ごみ処理、斎場、消防、し尿処理などの、

住民サービスの質的向上と、将来にわたる持続的なサービスの提供を担保することが求め

られます。周辺市町との連携が可能な住民サービスについては、積極的な広域連携を推進

し、行財政運営の効率化による、質の高い住民サービスの持続的な提供を図ります。 

 本町のごみ処理は、山武市及び横芝光町の一部地域とともに、山武郡市環境衛生組合によ
るごみ処理広域化事業で実施しています。現在稼働しているごみ焼却施設は老朽化が進行

していることから、新たな焼却施設の建設による、持続可能なごみ処理体制を促進します。 

 

  

 

① 健康福祉の増進に向けた取組みの推進 
 

 県道大里小池線や主要地方道八日市場八街線沿いの既存集落周辺には、福祉センターをは
じめ、デイサービスや特別養護老人ホームなどの高齢者用福祉施設、芝山公園や総合運動

場などの健康促進施設が集積して立地しています。当該エリアについては、高谷川周辺の

美しい田園環境と一体となった健康福祉ゾーンとして健康福祉機能の強化を図り、既存施

設の維持・充実や更なる健康増進に資する場の整備を推進します。 

 

 

 

 

（３）上水道施設の導入検討 

  

（４）広域連携の推進 

 

 

（５）人と環境にやさしい都市の実現 
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② 安全・安心につながる都市のユニバーサルデザイン化 
 

 自動車移動に頼らない、歩いて暮らせるまちづくりの実現に向けて、子どもから高齢者、
障がいのある方まで、誰もが安心して日常生活を送れるように、多くの人が利用する公共

施設や大規模店舗等の段差の解消や施設のバリアフリー化、スロープや点字ブロックの設

置など、都市のユニバーサルデザイン化に向けた一体的な取組みを推進します。 

 今後増加が見込まれる外国人の居住者や観光客が、安全・安心で快適に生活を送れるよう
に、また、観光を楽しめるように、県が策定している「千葉県多言語観光案内板の表記等

に関するガイドライン」に基づいて、案内板等の多言語化を推進します。 

 

③ 低炭素まちづくりの推進 
 

 地球温暖化の一因でもある温室効果ガスの排出抑制による「低炭素まちづくり」の実現に
向けて、交通・土地利用・環境など、多面的な視点から一体的な取組みを推進します。 

 自動車からの温室効果ガスの排出抑制に向けて、路線バスや鉄道などの公共交通の利用促
進を図り、町内を走る自動車の総数を抑制します。交通量の減少は道路混雑の緩和にも寄

与することから、公共交通の定時性の確保にも繋がる好循環が期待されます。 

 郊外部の農地や里山は、温室効果ガスの吸収源としての役割も担うことから、引き続き、
適正な管理に基づく保全を図ります。 

 公共施設等の再編にあたっては、温室効果ガスの発生抑制や災害時における利活用を見据
え、太陽光発電をはじめとする再生可能エネルギーが利用可能な施設導入について検討し

ます。 

 

  

 

芝山小学校 
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 時 間 軸  □短  短期（概ね5年以内）、□中  中期（概ね10年以内）、□長  長期（更なる10年） 
 

 連携主体  □町  町、□県  県、□国  国、□空  NAA、□住  住民、□周  周辺自治体、□民  民間事業者 

《都市施設の基本方針 ～時間軸と連携主体一覧～》 

 

 

 

（１） 公共施設の適正配置と管理 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 公共施設の適切な管理 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 子育て・教育関連施設の再編 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 公共施設跡地の活用 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（２） 汚水処理施設の管理・充実 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 公共下水道施設の適正な維持・管理 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 千代田地区の市街地再編と合わせた 

公共下水道事業化に向けた取組みの推進 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 川津場地区の汚水処理整備手法の検討 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

④ 農業集落排水施設の適切な維持・管理 

及び合併処理浄化槽設置の推進 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（３） 上水道施設の導入検討 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 最適な上水道事業の導入検討 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（４） 広域連携の推進 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 周辺自治体との広域連携の推進による 

持続的な住民サービスの提供 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（５） 人と環境にやさしい都市の実現 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 健康福祉の増進に向けた取組みの推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 安全・安心につながる 

都市のユニバーサルデザイン化 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 低炭素まちづくりの推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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都市施設の基本方針図 
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４ 水と緑の基本方針 

 

水と緑の基本方針では、本町が有する田園や緑地空間、河川などの自然環境の保全・活用に係

る方針とともに、都市生活にうるおいを与える公園の整備・管理に係る方針を位置付けます。 

 

  

 

① 町の緑を支える田園環境の保全・管理 
 

 本町の緑資源の中心となる農地や里山に
ついては、引き続き、農業生産の場とし

ての保全を図るとともに、体験農園や観

光交流事業と組合わせたグリーンツーリ

ズムの展開など、積極的な利用による適

正な保全・管理を推進します。 

 高齢化に伴い農業の担い手不足が課題と
なっていることから、優良農地の適正な

保全・管理に向けて、U・J・Iターンによ

る後継者の確保や新たな生産団体の設立

など、農業の担い手確保に資する多様な

取組みを推進します。 

 

② 市街地の緑空間の確保 
 

 市街地に点在する平地林や農地、宅地内の緑地や沿道の街路樹・植え込みなどは、日常生
活にうるおいを与える緑空間としての役割を果たしていることから、引き続き、適正な管

理に基づく緑空間の確保に努めます。 

 街路樹や植え込みなど、市街地内や沿道での緑空間の創出については、「しばやま花いっぱ
い運動推進委員会

※
」をはじめとする多様な主体との協働の下で、将来にわたって継続的に

維持できるよう、必要な支援方策等について検討します。 
 

※
環境美化の一環として、ごみのないきれいで明るい町づくりを目指すために町内の個人、団体等

と協調して、花いっぱい運動を推進することを目的として活動している団体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）緑の保全・管理 

 
良好な田園環境 
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① 公園の質の向上 
 

 公園は、町民が身近に利用できる憩いの空間であり、子育て世代や高齢者の交流の場とし
てだけでなく、災害時の避難場所や広域的なレクリエーションなどの場として、多面的な

役割を果たしています。誰もが安全・安心して公園や緑地を利用できるように、引き続き、

公園施設の長寿命化を図りながら、適正な保全・管理に努めます。 

 高齢化が進む中で、住民の健康寿命の増進に向けて、日常的な運動の場としての公園の役
割は重要となります。また、子育て世代の定住を促進していく観点からも、子どもたちが

遊ぶことができる身近な公園の存在は必要不可欠です。多世代の交流を育み、多様なニー

ズにも対応可能な公園機能の更新・見直しによる質の向上を図ります。 

 

② 芝山公園の魅力向上と活性化に向けた取組み推進 
 

 本町の拠点的な公園となる芝山公園については、適正な維持・管理活動を行っているもの
の、利用者数の停滞や維持・管理に係るコストなどが課題となっていることから、公園の

再整備による魅力向上と維持・管理費の縮減に向けた取組みを推進します。 

 公園の再整備と合わせて、主要地方道成田松尾線（芝山はにわ道）等の主要幹線道路から
芝山公園を結び、大型バスでも容易にアクセスが可能となるアクセス道路の整備について

検討します。 

 

  

 

 

（２）公園の適正管理と活用 

 

芝山公園 
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① 魅力ある河川空間の形成 
 

 河川は、良好な景観や親水・レクリエーション空間の保全・創出、動植物の生息・生育環
境の場として、都市にうるおいを与える重要な役割を担っています。多面的な機能を有す

る貴重な水辺空間として、「栗山川汚染防止対策協議会」や「美しい木戸川を守る会」など

の関係機関との協力・連携の下、引き続き、水質や環境の保全、汚染防止に向けた取組み

を推進します。 

 河川は本町の重要な水と緑のネットワーク軸としての役割も担っています。特に、本町の
主要河川でもある高谷川や木戸川の沿川には、昔ながらの美しい自然環境や田園景観が広

がっており、町の貴重な資源としての保全・活用が求められます。今後は、河川管理者で

ある県との協力・連携の下、サイクルツーリズムやウォーキングのコースなどとしての活

用を検討します。 

 

② 生物多様性の確保に配慮した河川環境の形成 
 

 高谷川や木戸川をはじめとする河川は、多様な動植物の生息・生育の場であり、本町の水
と緑を支える重要な構成要素です。河川改修などを実施する際には、多自然川づくりの観

点で生物多様性に配慮した河川環境の形成を促進します。 

 

 

  

 

 

（３）河川空間の改善・活用 

高谷川 
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 時 間 軸  □短  短期（概ね5年以内）、□中  中期（概ね10年以内）、□長  長期（更なる10年） 
 

 連携主体  □町  町、□県  県、□国  国、□空  NAA、□住  住民、□周  周辺自治体、□民  民間事業者 

《水と緑の基本方針 ～時間軸と連携主体一覧～》 

 

 

 

（１） 緑の保全・管理 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 町の緑を支える田園環境の適正管理 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 市街地の緑空間の確保 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（２） 公園の適正管理と活用 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 公園の質の向上 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 芝山公園の魅力向上と活性化に向けた 

取組み推進 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（３） 河川空間の改善・活用 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 魅力ある河川空間の形成 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 生物多様性の確保に配慮した河川環境の形成 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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水と緑の基本方針図 
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５ 観光・景観の基本方針 

 

観光・景観の基本方針では、本町の魅力とにぎわいの創出に向けて、本町の特性を活かした観

光まちづくりや美しい景観づくりに係る方針を位置付けます。 

 

  

 

① 観光資源を有機的に繋ぐネットワークの構築 
 

 本町は、北部に航空科学博物館やひこうきの丘、空の駅「風和里しばやま」などからなる
「スカイパークしばやま」、南部には道の駅「風和里しばやま」や芝山公園、芝山仁王尊な

ど、多様な観光資源を有しています。これらの地域資源を活用し、国内外からの交流人口

の獲得につなげていくため、各資源を有機的に繋ぐ道路網や公共交通網の整備・充実によ

るネットワークの構築を図ります。 

 今後増加が見込まれる外国人観光客が、安全・安心で快適に観光を楽しめるように、県が
策定している「千葉県多言語観光案内板の表記等に関するガイドライン」に基づいて、案

内板等の多言語化を推進します。 

 

② 地域資源の保全・充実 
 

 芝山公園や芝山仁王尊、芝山古墳・はにわ博物館など、地域資源が集積しているエリアに
ついては、それぞれを周遊できる散策路の設定やイベントの実施、観光交流に資する新た

な機能の整備など、エリア全体での一体的な機能の強化・充実に向けた取組みを検討しま

す。 

 高谷川・木戸川沿いの美しい田園地域は、昔ながらの日本の原風景ともいえる貴重な地域
資源です。引き続き、良好な自然環境の保全を図るとともに、将来的な高谷川の河川堤防

を利用したサイクリングロードの整備など、本町の魅力を堪能できる取組みをソフト・ハ

ード両面から積極的に進めます。 

 

道の駅「風和里しばやま」 

  

（１）地域資源を活用した観光振興 

 

航空科学博物館 
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① 圏央道を活用した地域振興施設の創出 
 

 成田空港の更なる機能強化と圏央道の整備による圏域のポテンシャルを活かし、NAAなど

の関係機関との協力・連携の下、成田空港周辺市町が一体となった観光の PR拠点として、

圏央道から直接利用が可能な観光・交流機能や防災拠点機能を兼ね備えた複合施設の整備

を促進します。 

 

② 多様な宿泊機能の提供 
 

 国内外からの観光客の活力を、本町の活性化に波及させるため、宿泊機能の創出を促進し
ます。特に、成田空港南側の玄関口となる芝山千代田駅周辺の市街地や、美しい田園景観

を有する郊外集落など、観光客の多様なニーズにも対応できるよう、ホテル・旅館や民泊・

農泊など、多様な形態での宿泊機能の提供を検討します。 

 

  

 

① まちの顔となる都市景観の創出 
 

 成田空港南側の玄関口となる芝山千代田駅周辺の市街地は、国内外から多くの人々が訪れ
る場所となることから、景観行政団体への移行及び景観計画の策定、景観条例制定の必要

性について検討しながら、将来的な地域共通のサイン整備や景観ガイドラインの作成など、

まちの顔にふさわしい魅力的な都市景観の創出に向けた一体的な取組みを推進します。 

 

② 価値を高める住宅景観の形成 
 

 歴史・文化が息づき、豊かな自然環境に囲まれた本町の住宅地については、その特性を活
かした住宅景観の形成により、居住地として選ばれる価値の創出を目指します。 

 成田空港の更なる機能強化に伴う移転対象者の居住地や空港就業者の定住先として整備
する新規居住地については、地区計画や建築協定等の導入により、周辺環境と調和した統

一感のある街並み形成を促進します。 

 郊外の既存集落においては、周辺の田園環境との調和や昔ながらの原風景の保全に配慮し
た、趣のある街並み景観の形成に向けて、景観行政団体への移行及び景観計画の策定、景

観条例制定の必要性について検討することとします。 

  

 

 

（２）新たな観光拠点の整備 

 

 

（３）魅力を高める都市景観の形成 
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① 田園景観の保全・管理 
 

 本町の原風景でもある美しい田園景観は、日本の田舎の原風景として外国人観光客にとっ
ても魅力的な景観資源となることから、これを将来にわたって保全し、次世代へと継承し

ていくため、多様な主体との連携を図りながら、田園景観を構成する農地、河川、里山、

既存集落の適切な保全・管理を図ります。 

  

② 歴史的・文化的景観の保全・育成 
 

 芝山仁王尊や旧藪家住宅など、本町の歴史や文化を伝える景観資源については、町の風土
や誇りを育む、町の共有財産となることから、引き続き適正な管理を図るとともに、その

魅力を周辺地域にも波及させるために、景観行政団体への移行及び景観計画の策定、景観

条例制定の必要性について検討しながら、将来的な地域共通のサイン計画や景観ガイドラ

インの作成等についても検討します。 

 

旧藪家住宅 

 

 

（４）町の原風景の保全 

 

芝山仁王尊 

 

(公財)花と緑の農芸財団本部 
（花と緑と農芸の里 和い処） 

 

美しい田園景観 
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 時 間 軸  □短  短期（概ね5年以内）、□中  中期（概ね10年以内）、□長  長期（更なる10年） 
 

 連携主体  □町  町、□県  県、□国  国、□空  NAA、□住  住民、□周  周辺自治体、□民  民間事業者 

《観光・景観の基本方針 ～時間軸と連携主体一覧～》 

 

 

 

（１） 地域資源を活用した観光振興 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 観光資源を有機的に繋ぐネットワークの構築 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 地域資源の機能の強化・充実 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（２） 新たな観光拠点の整備 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 圏央道を活用した地域振興施設の創出 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 多様な宿泊機能の提供 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（３） 魅力を高める都市景観の形成 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① まちの顔となる都市景観の創出 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 価値を高める住宅景観の形成 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（４） 町の原風景の保全 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 田園景観の保全 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 歴史的・文化的景観の保全・育成 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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観光・景観の基本方針図 
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６ 都市防災の基本方針 

 

都市防災の基本方針では、安全・安心なまちづくりに向けて、自然災害への対応や防災・減災

に向けた環境づくり、多様な主体との協働による地域防災力の強化に係る方針を位置付けます。 

 

  

 

① 水害対策に向けた一体的な取組みの推進 
 

 本町は比較的自然災害が少ない都市ですが、高谷川沿いにおいては、年に数回程度の浸水
被害が発生しています。成田空港の更なる機能強化に伴って、高谷川上流部の流域が空港

敷地に取り込まれ、治水安全度の低下が懸念されましたが、空港機能強化の事業計画にお

いて、空港敷地内に降った雨は調整池で貯留したうえで、高谷川の流下能力に負担をかけ

ない量だけを徐々に放流するため、高谷川への影響はほとんどないものと認められます。

また、成田空港の更なる機能強化に伴う地下水への影響をなくすため、可能な限り雨水を

地下に浸透させる計画となっています。 

 町としても、高谷川流域の浸水被害防止に
向けて、引き続き流域の雨水流出抑制を促

進するとともに、高谷川の治水能力の維

持・向上のため、河川流域の農地等の自然

環境の保全による流域の保水能力維持の

ほか、河川の堆積土砂を除去する浚渫や堤

防等施設の適切な管理、流域での開発状況

等の変化に応じた河川改修など、多面的な

視点から県や NAA 等の関係機関との協

力・連携の下、治水安全性の確保に向けた

一体的な取組みを促進します。 

 既存市街地や郊外集落においては、大雨や
台風等の雨水排水対策として、引き続き排

水路の整備を推進し、浸水被害の発生防

止・抑制に努めます。 

 

  

  

（１）自然災害に強いまちづくり 

 

台風によって浸水する高谷川 
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② 地震対策の推進 
 

 本町では、「芝山町木造住宅耐震診断・耐震改修補助制度」として、木造住宅の安全性の向
上を図り、昭和 56年 5月 31日以前（建築基準法の旧耐震基準）に建てられた木造住宅を

対象に耐震診断に対する補助、及び耐震性がないと診断された住宅の耐震改修工事を実施

する際の費用の一部助成も実施しています。こうした支援制度等の活用について、町から

も住民への積極的な情報提供に努め、住民の主体的な取組みによる安全・安心な市街地環

境の形成を促進します。 

 近年では、地震等によるブロック塀などの倒壊事故が全国的な課題となっています。ブロ
ック塀の倒壊は、下敷き等による人的被害だけでなく、倒れた塀が道路をふさぎ、緊急車

両の通行や住民の避難を妨げる要因にもなることから、危険性の高いブロック塀等につい

ては、撤去や軽量フェンス等への改修など、所有者の責任に基づく適正な管理を促進する

ため、「芝山町危険ブロック塀等対策事業補助制度」に基づく補助金の支給など、行政とし

ても積極的な支援を行います。 

 

③ 土砂災害対策の推進 
 

 本町郊外部の里山周辺では、一部のエリアが急傾斜地崩壊危険箇所や土砂災害警戒区域に
指定されています。大雨等による土砂災害から町民の生命・財産を保護するため、引き続

き、県等の関係機関との協力・連携の下、土砂災害警戒区域の指定や検討など、災害防止

に資する危険箇所の円滑な整備・改善に向けた取組みを推進します。 

 

  

 

① 防災拠点施設の適正配置と機能強化 
 

 災害時における防災拠点となる公共施設や公園・広場については、住民の避難場所や救急
救護活動の拠点として多様な機能が求められることから、「芝山町地域防災計画」に基づい

て、施設の耐震化や防災倉庫の整備など、防災拠点にふさわしい機能強化に努めます。 

 

② 安全・安心な移動を支える道路・橋梁等の適正な維持・管理 
 

 本町においては、道路や橋梁など、既存交通ストックの老朽化が進行していることから、
住民や就業者、観光客などが、安全・安心に町内を移動することができるよう、道路舗装

の劣化状況や橋梁の耐久・耐震性などの現況把握に向けた点検調査を推進します。 

 安全・安心の確保の視点のみならず、効果的・効率的な公共投資による行財政の適正化を
進めるため、各施設の点検調査と合わせて、中長期的な施設の修繕・更新計画となる長寿

命化修繕計画の策定に取り組みます。 

 

 

 

 

（２）防災・減災に向けた環境づくり 
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③ 空き家・空き地の適正管理と利活用の促進 
 

 空き家・空き地は、適正な管理がなされていれば、その存在自体が問題となるものではあ
りませんが、管理の行き届いていない不良なものは、周辺の居住環境へ悪影響を与え、生

活の質や安全性を低下させる要因となります。 

 既存市街地や郊外集落などで増加している空き家・空き地については、「芝山町空家等対策
計画」に基づいて、空き家等の発生抑制・予防、活用・市場流通の促進、管理不全の解消

を図るとともに、移転対象者や空港関連就業者等の居住地として、また、地域のコミュニ

ティ活動の場としての活用を促進するなど、多様な視点から積極的な対策に取り組みます。 

 

④ ハザード情報の整備・提供 
 

 防災・減災を促進するためには、洪水や土砂災害などの多様な自然災害に備えて、ハザー
ド情報を正確に把握するとともに、その情報を住民や就業者、観光客等に広く周知するこ

とが必要です。 

 本町では、高谷川や木戸川沿いの浸水想定区域、丘陵地裾野周辺での土砂災害警戒区域や
急傾斜地崩壊危険箇所など、災害の危険性の高いエリアを有していることから、災害ハザ

ードマップを適宜更新しながら、ホームページやパンフレットなどを通して、住民・観光

客や事業者等に対して地域の災害リスクを積極的に提供します。 

 

  

 

芝山町洪水ハザードマップ 

 

芝山町地震ハザードマップ 
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① 自助・共助・公助の推進 
 

 大雨、台風、地震などの自然災害や火災等の非常時においても、「自助（自分の身は自分で
守る）」、「共助（共に助け合う）」、「公助（行政が支援する）」の考え方に基づいて、それぞ

れの立場で主体的な取組みを行えるように、自主防災組織の設立や日常的な防災訓練の実

施など、継続的な取組みを支援しながら、各主体の防災意識の醸成を図ります。 

 令和元年9月の台風15号による停電被害の反省を踏まえ、災害時においてもエネルギー、

水、食料などのライフラインを自立的に確保することができるよう、行政はもちろん、各

家庭や自治会、事業者など、各立場でできる限りの備蓄や自家発電装置等の確保に努めま

す。特に、本町のポテンシャルを活かして、新たに整備される住宅地や産業用地、沿道サ

ービス施設等の開発にあたっては、災害時における周辺地域へのエネルギー供給を見据え、

太陽光発電などのエネルギー供給施設の設置等を促進します。 

 

② 広域連携による地域防災力の強化 
 

 災害時の活動拠点となる町役場庁舎や東消防署芝山分署、住民や就業者、観光客等の避難
場所となる福祉センターなどの公共公益施設については、それぞれの役割にふさわしい機

能の強化に努めます。また、町の安全・安心を更に高めるために、本町の居住地から隣接

都市の防災拠点や避難場所を繋ぐネットワークの確保など、広域連携による更なる地域防

災力の強化を図ります。 

 本町においては、成田空港の更なる機能強化に伴い、航空機災害・テロ対策等に対応する
常備消防力の更なる強化・拡充が必要となることから、東消防署芝山分署の消防力の充実・

強化とともに、隣接する多古町・横芝光町の常備消防との連携強化を図ります。 

 

③ 犯罪の防止に配慮した取組み 
 

 日常的な近所づきあいや地域行事の開催、パトロールや見守り活動など、地域コミュニテ
ィの繋がりを密にすることで、地域住民同士の連携による防犯力の向上を促進します。 

 犯罪の温床になり得る空き家・空き地等については、その発生状況を把握したうえで、適
正な管理・活用が図られるよう、所有者等の意向を踏まえた適切な支援を行います。 

 住宅地内の主要道路においては、住民との協働の下、防犯灯の設置や LED化を推進し、安

全・安心な歩行空間の確保に努めます。 

 新たな住宅地の整備にあたっては、各宅地の垣・塀について、視認性の高い生垣や透過性
の高い柵の設置をするよう、事業者に対して働きかけるなど、視認性の向上による防犯力

の高い居住環境の形成を図ります。 

  

 

 

（３）自助・共助・公助による地域防災力・防犯力の向上 



80 | 芝山町都市計画マスタープラン 

 時 間 軸  □短  短期（概ね5年以内）、□中  中期（概ね10年以内）、□長  長期（更なる10年） 
 

 連携主体  □町  町、□県  県、□国  国、□空  NAA、□住  住民、□周  周辺自治体、□民  民間事業者 

《都市防災の基本方針 ～時間軸と連携主体一覧～》 

 

 

 

（１） 自然災害に強いまちづくり 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 水害対策に向けた一体的な取組みの推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 地震対策の推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 土砂災害対策の推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（２） 防災・減災に向けた環境づくり 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 防災拠点施設の適正配置と機能強化 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 安全・安心な移動を支える 

道路・橋梁等の適正な維持・管理 
短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 空き家・空き地の適正管理と利活用の促進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

④ ハザード情報の整備・提供 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

 

（３） 自助・共助・公助による地域防災力・防犯力の向上 

まちづくり方針 時間軸 連携主体 

① 自助・共助・公助の推進 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

② 広域連携による地域防災力の強化 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 

③ 犯罪の防止に配慮した取組み 短 中 長 町 県 国 空 住 周 民 
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